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   今月の  
　 焦 点

　

生
選
考
委
員
会
の
審
査
を
経
て
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

申
込
状
況
の
推
移
は
、
下
の
グ

ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
平
成
29
年

度
か
ら
、
修
学
を
望
む
、
よ
り
多

く
の
学
生
や
生
徒
が
奨
学
金
制
度

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
交
付
人
数

を
高
校
生
の
部
で
45
人
か
ら
60
人

へ
、
大
学
生
の
部
で
20
人
か
ら
25

子
ど
も
の
向
学
心
を
応
援
す
る
奨
学
金
制
度

①
奨
学
金
の
財
源

　

奨
学
金
制
度
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
や
企
業
、
各
種
団
体
か
ら

の
善
意
あ
る
寄
付
に
よ
っ
て
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ

で
す
か
。
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
寄
付
が
、
た
く
さ
ん
の
子

ど
も
た
ち
の
修
学
を
支
え
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
奨
学
金
の
主
な
財

源
は
、
寄
付
金
を
積
み
立
て
た

「
奨
学
基
金
」
の
運
用
益
に
よ
り

賄
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
の
低
金
利
に

よ
る
運
用
益
の
減
少
か
ら
、
現

在
は
、
奨
学
基
金
の
取
り
崩
し

に
よ
っ
て
、
奨
学
金
制
度
を
維

持
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
の
部
60
人
、
大
学
生

の
部
25
人
に
対
す
る
１
年
間
の

交
付
額
の
合
計
は
、
８
０
４
万

円
で
す
。
今
後
、
皆
さ
ん
か
ら

の
寄
付
が
な
い
と
仮
定
す
る
と
、

奨
学
基
金
の
残
高
７
１
０
５
万

円
（
平
成
29
年
４
月
時
点
）
は
、

約
９
年
間
で
底
を
つ
い
て
し
ま

い
、
奨
学
金
の
財
源
を
確
保
で

き
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。　
　

　

市
は
、
学
習
す
る
意
欲
や
能

力
が
あ
り
な
が
ら
、
経
済
的
な

理
由
で
修
学
が
困
難
な
学
生
や

生
徒
に
対
し
、
奨
学
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

奨
学
金
の
交
付
は
、
市
内
に
住

民
登
録
が
あ
り
（
本
人
ま
た
は
保

護
者
）、
支
給
要
件
（
右
下
）
を

全
て
満
た
す
方
を
対
象
に
、
奨
学

支給要件
◎高等学校、高等専門学校、専修学校（修業年限が３年以上の
　高等課程または修業年限が２年以上の専門課程に限る）、大学
　（短期大学を含む）に在学している方
◎学資に乏しい方

◎学業が優良で素行が善良な方

部門
（予定人数） 対象 金額

高校の部
（60 人）

高校生
月額

7,000 円以内
高等専門学校生（１年生から３年生）
専修学校生

（修業年限が３年以上の高等課程）

大学の部

（25 人）

大学生 ( 短期大学含む）

月額
10,000 円以内

高等専門学校生
（４年生、５年生および専攻科）

専修学校
（修業年限が２年以上の専門課程）

上の手紙は、市の教育委員会に寄せられ
たものです。市が交付する奨学金を受
け、夢に向かって勉学に励む市内の高校
生からの感謝の言葉が綴られています。
市は、経済的な理由で修学が困難な学生
や生徒に対し、奨学金を交付しています。
この奨学金制度は、皆さんからの寄付によっ
て成り立っていることをご存じでしょうか。
今月の焦点は、未来を担う子どもたちを支
える奨学金制度についてお知らせします。
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過去５年間の申込状況

高校生の部
大学生の部

（人）

寄
付
で
成
り
立
つ
奨
学
金
制
度
へ
の

ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す

年　度 合計寄付金額 寄付件数

24 年度 　  7,185,239 円 45 件

25 年度 　  6,512,649 円 35 件

26 年度 　  7,481,271 円 35 件

27 年度 　  8,382,361 円 112 件

28 年度     10,595,069 円 231 件

②
奨
学
基
金
へ
の
寄
付　

　

奨
学
基
金
へ
の
寄
付
は
、
近
年

は
、《
ふ
る
さ
と
納
税
》
に
よ
り
、

件
数
、
金
額
と
も
に
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
奨
学
金
制

度
の
安
定
的
な
運
用
を
図
る
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
が
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

奨
学
基
金
へ
の
寄
付
は
、
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。「
寄
附

申
込
書
」（
市
指
定
用
紙
）
に
奨

学
基
金
へ
の
寄
付
で
あ
る
こ
と

を
記
載
し
、総
務
課
総
務
係
（
市

役
所
２
階
20
番
）
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方

の
氏
名
（
個
人
名
、
企
業
名
、
団

体
名
な
ど
）
は
、
奨
学
金
制
度
が

皆
さ
ん
か
ら
の
寄
付
に
よ
り
支
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
広
く
周
知
す

る
た
め
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
（
希
望
し
な
い

と
き
は
非
公
開
と
し
ま
す
）。

　

向
学
心
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

へ
の
寄
付
は
、
千
歳
の
未
来
に

対
す
る
投
資
と
も
い
え
ま
す
。

奨
学
金
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。　

奨学生からの感謝の声

奨学基金へ寄付をいただいた方に、奨学生から寄せられた感謝
の声をお礼状とともにお送りしています。
ここでは、平成 28 年度の奨学生から寄せられた声の一部をご紹
介します。

●模試では初めて１位になることができました。このような結果を
出すことができたのは、奨学金をいただいたからと感じています。
学生生活を手助けしていただき、本当にありがとうございました。

○大学を卒業することができました。このご恩は、私が大学の４
年間で学んだ《グラフィックデザイン》で千歳市、北海道の活性
化の手助けをしてお返しさせていただきます。

●奨学金のおかげでアルバイトに時間を割かなくて済み、学校生活
や学習に集中することができました。部活動では、市内のテニス大
会で賞状をいただくなど、満足のいく結果を残すことができました。

○夢である薬剤師になるために必要な薬学部のある第一志望の
大学に合格することができました。大学の勉強は簡単ではない
と思いますが、これからも自分の夢に向かって頑張りたいです。

奨学金制度に関する
お問い合わせ

千歳市教育委員会 教育部
企画総務課 総務係

 (24)0819　▪ＦＡＸ (27)3743

寄付の申し込みに関する
お問い合わせ

総務部 総務課 総務係
 (24)0109　▪ＦＡＸ (22)8852

人
へ
拡
大
し
ま
し
た
。

　

奨
学
金
は
、
６
月
か
ら
年
４
回

に
分
け
て
交
付
し
ま
す
。
こ
の
奨

学
金
は
、
将
来
返
還
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
。

※
申
込
期
間
は
、
毎
年
３
月
１
日

か
ら
４
月
10
日
ま
で
。
平
成
30
年

度
の
申
込
手
続
は
、「
広
報
ち
と

せ
２
月
号
」で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

千
歳
市

奨
学
金
制
度
に
つ
い
て


